
令和３年４月２１日

４月１５日（木）に延べ２４名が参加し、湯沢管内３箇所（大源太川第１号砂防堰堤周辺、
登川長大橋・滝谷橋周辺）においてGW前の砂防施設安全利用点検を実施しました。
本点検は、多くの方が水辺を利用される機会が増えるGW前に、砂防施設やその周辺設備を

安全に利用していただくことを目的として毎年実施しています。点検には湯沢町や南魚沼市の
職員の方にも参加いただき、それぞれの立場、目線で点検を実施しました。
今回の点検で指摘があった箇所については、GW前までに対策を実施予定です。

安全に施設を利用していただくために！
～GW前の砂防施設安全利用点検を実施～

砂防施設周辺の点検の様子 点検指摘箇所

大源太川第１号砂防堰堤

長大橋上下流

滝谷橋上流

立入り禁止措置施設のチェーン
が雪の重みで外れていた。

転落防止柵が劣化し鉄筋が剥き出
しになっていた。

大源太川第１号砂防堰堤

登川長大橋下流公園

転落防止柵の脱着防止杭が破損していた。

川は自然あふれる魅力的な空間です。また、子どもたちの遊びの場でもあり、学びの場でもあります。
一方で、川や水辺には、さまざまな危険が潜んでいます。
管内は、首都圏などから多くの方が訪れますが、川遊びをする際は、気象情報等で天候を確かめ、ラ
イフジャケットの着用など事前準備の上、安全対策に十分注意いただくようお願いします。
子どもだけで川遊びに行かない、危険な場所や大きな石に近づかないことが事故を防ぐポイントです。


